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た結果，1996年 43万3千⼈, 1999年 44万1千⼈, 2002年 71万1千⼈, 2005年   





















































































「National Association for Music Therapy；NAMT」が発⾜されたことによ
り，⾳楽療法⼠という資格制度が⽣まれた．1971 年にはアメリカ⾳楽療法協
会「American Association for Music Therapy ; AAMT」が設⽴され，アメリカ
では⼤きく２団体が台頭する時代があったが，両団体（NAMT と AAMT）の
⻑い統合準備期間を経て 1998 年に両協会が統合され，アメリカ⾳楽療法協会
（American Music Therapy Association ; AMTA）となり今⽇に⾄る．他の国で
は 1958 年にイギリスで英国⾳楽療法協会（British Society for Music Therapy ; 
BSMT）が設⽴，1959 年にはオーストリアに同様の組織「Osterreichische 
Gesellschaft zur Forderung der Muskheikunde」が発⾜さて，このような動きが
南⽶やヨーロッパ各国に広がっていった． 
 ⽇本においては 1954 年に⽶国の Podolsky，（1954）が発表した「Music Therapy」
が⽇本に初めて⾳楽療法を紹介された著書と⾔われており知識として知られる
ようになった．実践の段階へ進むきっかけとなったのは，1967 年にイギリスの










































































































  使⽤尺度：実験参加者の主観的体験を評価する⽬的のために，McCormack, 



























































































①  実験曲⼀回⽬試聴後のVAS(Visual analog scale)での“前向きな気持ちにな
った” “勇気付けられた” 項⽬におけるポジティブ感情をあらわす得点が，
クラシック⾳楽を試聴した時よりも実験曲を試聴した時の⽅が⾼い． 
② 実験曲⼀回⽬試聴後のVAS(Visual analog scale)での“気持ちがゆったりし
た” 項⽬におけるリラックスを感じる得点が，実験曲を試聴した時よりも
クラシック⾳楽を試聴した時の⽅が⾼い． 















 Table 1 においては，VASで測定された平均得点をあらわす． 
⼀元配置の分散分析の結果から“前向きな気持ちになった” (F(2, 224)=147.49, 
p < . 001)，“勇気付けられた” (F(2, 224)=32.48, p < . 001) ，“気持ちがゆった
りした” (F(2, 224)=246.73, p < . 001)において，試聴回に対する有意な主効果
がみられた． 




かった(いずれもp < . 001)． 
 “気持ちがゆったりした”項⽬では，クラシック曲(歌詞なし)と実験曲⼀回⽬
(歌詞あり)，また，クラシック曲(歌詞なし)と実験曲⼆回⽬(歌詞あり)のそれ
ぞれの間で，歌詞のある楽曲は有意に得点が⾼かった(いずれもp < . 001)．実
験曲⼀回⽬と実験曲⼆回⽬においては，いずれの項⽬においても試聴回による
有意な差はみられなかった． 
 “⾟く感じた” ”悲しくなった”の 2 項⽬については，主効果が有意ではなか
った. 
  Table 2 においては，POMSで測定された平均得点をあらわす． 
実験前と実験後の POMS 短縮版下位尺度得点を対応のある t 検定を⾏った結
果，“緊張-不安(T-A)”(t(91)=7.41,p<.001)“抑うつ-落ち込み(D)” 
(t(91)=4.07,p<.001)“疲労(F)” (t(91)=7.36,p<.001)“混乱(C)” 
(t(91)=5.26,p<.001) 以上 4 つの下位尺度得点はいずれも有意に低下し，“怒り
-敵意(AH)” ( t(91)=1.92,p<.058)また“怒り-敵意”の下位尺度得点では有意に低






Table 1  VAS平均得点 
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